
熊
本
県
日
中
協
会
の
令
和
４

年
度
総
会
が
７
月
６
日
、
熊
本

市
の
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
で
開

か
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
昨
年
度
ま
で
は
２
年
連
続
で

書
面
形
式
で
の
開
催
で
し
た
が
、

こ
の
日
は
会
員
ら
約
60
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

小
野
友
道
会
長
は
「
コ
ロ
ナ

禍
で
恒
例
の
春
節
祝
賀
会
な
ど

で
き
な
か
っ
た
が
、
代
替
措
置

で
実
施
し
た
『
留
学
生
日
本
語

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
』
に
は
多
く

の
応
募
が
あ
っ
た
。
留
学
生
が

熊
本
の
良
い
所
を
た
く
さ
ん
書

い
て
く
れ
て
大
変
う
れ
し
か
っ

た
。
こ
う
い
う
時
期
だ
か
ら
こ

そ
、
友
好
の
絆
を
大
事
に
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
秋
に
迎
え

る
協
会
創
立
50
周
年
、
日
中
国

交
正
常
化
50
周
年
に
合
わ
せ
た

記
念
誌
発
行
な
ど
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
。

中
華
人
民
共
和
国
駐
福
岡
総

領
事
館
の
律
桂
軍
総
領
事
、
一

般
社
団
法
人
日
中
協
会
の
野
田

毅
会
長
、
熊
本
市
の
田
中
俊
実

政
策
局
長
（
大
西
一
史
熊
本
市

長
代
理
）
の
祝
辞
の
後
、
鬼
海

洋
一
理
事
が
議
長
と
な
っ
て
、

議
事
が
進
行
。
前
年
度
の
事
業
、

決
算
報
告
に
続
い
て
、
本
年
度

の
事
業
計
画
と
予
算
案
を
全
会

一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。

特
に
令
和
４
年
度
は
、
９
月

が
日
中
国
交
正
常
化
50
周
年
、

11
月
が
熊
本
県
日
中
協
会
創
立

50
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
記

念
事
業
と
し
て
①
記
念
誌
の
発

行
②
記
念
式
典
・
祝
賀
会
な
ど

を
実
施
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。役

員
選
任
で
は
、
▽
常
任
理

事＝

原
亨
・
熊
本
市
議
会
議
長

▽
同
・
運
営
委
員＝

林
祥
増
・

熊
本
華
僑
華
人
総
会
会
長
▽
理

事＝

徳
永
辰
太
郎
・
啓
文
社
社

長
、
松
木
一
史
・
松
木
運
輸
専

務
、
德
永
正
道
・
県
町
村
議
会

議
長
会
会
長
を
新
任
し
ま
し
た
。

ま
た
新
た
に
入
会
の
法
人
会

員
と
し
て
、
松
合
食
品
株
式
会

社
（
松
浦
茂
社
長
）
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

令和４年８月１日

1

通刊111号

≪発行≫
熊本県日中協会
会長 小野 友道

≪事務局≫
〒860-0846

熊本市中央区城東町４－２
熊本ホテルキャッスル２Ｆ

Tel 096-356-4847
Fax 096-325-2829

令和４年
８月発行

田中角栄首相が中華人民共和国の周恩来首相

の招きに応じて、１９７２年９月２５日から３０

日まで中華人民共和国を訪問、田中首相はこの

期間、周恩来総理と４回会談、９月２７日夜に

は中南海で毛沢東主席と会見した。

そして９月２９日、日中両国の共同声明の調

印式が北京人民大会堂で挙行され、日本側は田

中角栄内閣総理大臣、大平正芳外務大臣が、中

国側は周恩来国務院総理、姫鵬飛外交部長がそ

れぞれ本国政府を代表して共同声明に調印、こ

こに日中国交正常化が実現され、両国関係に新

しい時代が訪れた。

総
会
の
初
め
に
挨
拶
を

す
る
小
野
友
道
会
長

鬼海洋一理事の進行で議事が進められた令和４年度総会



野
田
毅
顧
問
（
一
般
社
団
法

人
日
中
協
会
会
長
）

「
岳
父

野
田
武
夫
が
生
前
、
日
中
国
交

正
常
化
を
し
な
い
と
死
ね
な
い

と
言
っ
て
い
た
遺
志
を
引
き
継

ぎ
、
昭
和
50
年
か
ら
日
中
協
会

と
し
て
交
流
に
か
か
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
（
国
政
レ
ベ
ル
で
は
）

与
野
党
の
枠
を
超
え
、
民
間
レ

ベ
ル
で
も
双
方
仲
良
く
交
流
を

続
け
て
き
た
。
一
時
は
好
感
度

が8
0
%

近
い
時
も
あ
っ
た
両
国

だ
が
、
今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
往
来

で
き
な
い
こ
と
あ
っ
て
関
係
が

悪
化
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
こ

こ
数
年
は
日
本
の
貿
易
に
占
め

る
中
国
の
比
率
は
過
去
最
高
に

な
り
大
変
う
れ
し
く
思
う
。
お

互
い
知
恵
を
出
し
合
い
、
20
年
、

30
年
後
を
見
据
え
、
事
実
を
実

証
す
る
こ
と
で
真
理
を
追
求
し

物
事
の
真
相
を
あ
き
ら
か
に
し

て
い
く
『
実
事
求
是
』
の
精
神

で
交
流
を
続
け
て
ほ
し
い
。

『
互
敬
互
恵
』
で
日
中
が
さ
ら

に
前
進
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

改
め
て
貴
協
会
の
長
い
歴
史
に

敬
意
を
表
し
、
さ
ら
に
前
進
す

る
こ
と
を
望
み
ま
す
」

田
中
俊
実
熊
本
市
政
策
局
長

（
熊
本
市
長
代
理
）

「
貴
協

会
の
長
年
の
交
流
活
動
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
活

動
が
制
限
さ
れ
る
中
、
日
本
語

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
、
留
学

生
に
と
っ
て
熊
本
で
学
ぶ
意
義

を
改
め
て
見
つ
め
る
良
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。
熊
本
市
で
も

桂
林
市
の
子
ど
も
達
か
ら
送
ら

れ
た
書
画
の
展
示
会
を
８
月
に

行
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
形
で
交
流
が
続

き
、
日
中
友
好
の
絆
が
深
ま
っ

て
い
る
こ
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
」

総
会
に
引
き
続
き
、
懇
親
会

が
あ
り
、
44
人
が
時
間
を
忘
れ

て
懇
談
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
木
村
敬
県
副
知
事

（
知
事
代
理
）
が
駆
け
付
け
て

祝
辞
。
「
知
事
が
公
務
で
来
れ

な
い
の
で
手
を
挙
げ
て
私
が
参

り
ま
し
た
。
今
年
は
県
と
広
西

壮
族
自
治
区
と
の
友
好
提
携
40

周
年
に
も
あ
た
る
年
。
県
も
し
っ

か
り
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
岩
下
栄
一
顧
問

（
県
議
会
議
員
）
に
よ
る
音
頭

で
乾
杯
。
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と

し
て
各
自
席
に
つ
い
て
の
黙
食

で
し
た
が
、
折
角
の
懇
親
の
場

と
い
う
こ
と
で
、
大
勢
の
方
に

壇
上
で
の
ス
ピ
ー

チ
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
参
加
者
は

食
事
の
後
、
マ
ス

ク
を
着
用
し
て
席

を
立
ち
、
思
い
思

い
に
他
の
皆
様
と

歓
談
し
ま
し
た
。

令和４年８月１日
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「県と広西壮族自治区の友好提携の
際、初めて訪中した。今の中国の発
展には驚くばかり。熊本も負けない
ように頑張りましょう」と乾杯の音
頭をとる岩下栄一顧問

律
桂
軍

中
華
人
民
共
和
国

駐
福
岡
総
領
事

「
１
９
７
２

年
の
日
中
国
交
正
常

化
の
年
、
国
内
で
は

（
貴
協
会
が
）
い
ち
早
く
協
会

を
立
ち
上
げ
、
こ
の
秋
に
50
周

年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
に
あ
ら

た
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。
日

中
関
係
は
紆
余
曲
折
あ
っ
た
が
、

お
お
む
ね
安
定
的
に
発
展
し
て

き
た
と
思
う
。
双
方
、
両
国
民

に
多
く
の
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
。

特
に
『
経
済
』
は
昨
年
度
貿
易

額
が
３
７
０
０
億
ド
ル
に
上
り
、

直
接
投
資
額
１
２
０
０
億
ド
ル
、

３
０
０
の
企
業
が
進
出
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
観
光
客
も

２
０
１
９
年
は
９
６
０
万
人
、

支
出
も3

6
.
8
%

を
占
め
て
い

ま
す
。
『
文
化
』
も
映
画
な
ど

の
交
流
は
特
筆
す
べ
き
で
す
。

次
の
世
代
に
、
こ
の
成
果
を
伝

え
て
い
き
た
い
。
昨
年
10
月
、

習
近
平
主
席
が
２
国
関
係
の
維

持
発
展
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
、

世
界
の
平
和
も
つ
な
が
る
と
言
っ

た
よ
う
に
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
交
流
を
し
て
い
き
た
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
激
動
の

世
界
を
共
に
歩
み
た
い
。(

日

本
は)

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
コ
ロ
ナ

禍
な
ど
の
課
題
に
立
ち
向
か
う

上
で
重
要
な
国
で
す
。

次
の
時
代
、
建
国
百
年

へ
前
に
進
む
た
め
、
双
方
も
う

一
度
、
国
交
正
常
化
し
た
時
の

初
心
に
戻
っ
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

や
政
治
姿
勢
の
違
い
を
乗
り
越

え
て
、
新
時
代
の
平
和
、
友
好

を
築
い
て
行
き
ま
し
ょ
う
」

県もしっかり力を入れたいと
スピーチする木村敬県副知事



三
浦
一
水
顧
問
（
元
参
議
院

議
員
）

「
広
西
壮
族
自
治
区

と
県
と
の
友
好
関
係
締
結
時
、

留
学
生
で
北
京
に
居
ま
し
た
。

現
在
、
県
中
国
残
留
孤
児
等
対

策
協
議
会
長
を
や
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
満
州
青
年
開
拓
団
か
ら

シ
ベ
リ
ア
抑
留
で
苦
労
さ
れ
た

故
東
家
嘉
幸
先
生
の
遺
志
を
継

い
で
い
る
も
の
で
す
。
中
国
帰

国
者
は
１
世
か
ら
３
世
が
１
千

人
ぐ
ら
い
い
る
の
で
自
立
支
援

活
動
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
」

張
晶

九
州
日
中
文
化
協
会

会
長

「
久
し
ぶ
り
に
皆
さ
ん

の
顔
を
見
ら
れ
て
う
れ
し
い
。

12
年
前
、
当
時
の
米
満
副
会
長

は
じ
め
県
日
中
協
会
の
皆
さ
ん

と
、
上
海
万
博
の
際
に
１
０
０

人
以
上
で
訪
中
し
た
の
が
懐
か

し
い
。
こ
れ
か
ら
両
国
の
子
ど

も
た
ち
が
育
っ
て
い
く
の
が
楽

し
み
。
民
間
人
の
交
流
が
活
発

に
な
れ
ば
（
友
好
関
係
は
）
変

わ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

北
里
敏
明
熊
本
県
日
韓
親
善

協
会
会
長

「
14
億
人
を
抱
え

る
中
国
は
大
切
な
友
。
私
が
大

学
時
代
に
日
中
国
交
正
常
化
し

た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
る
。
深

圳
や
上
海
な
ど
深
い
か
か
わ
り

が
あ
り
ま
す
。
県
協
会
の
50
年

の
歴
史
に
敬
意
を
表
し
ま
す
」

林
祥
増
熊
本
華
僑
華
人
総
会

会
長

「
今
年
１
月
、
会
長
と

し
て
お
世
話
に
な
っ
た
林
康
治

が
亡
く
な
り
、
跡
を
引
き
継
ぎ

ま
し
た
。
伯
父
は
１
９
２
０
年

ご
ろ
福
建
省
か
ら
境
港
経
由
で

熊
本
へ
来
た
。
行
商
な
ど
で
大

変
苦
労
し
て
熊
本
の
地
で
ニ
コ

ニ
コ
ド
ー
を
創
業
し
た
話
を
聞

い
て
い
る
。
伯
父
に
負
け
な
い

よ
う
精
一
杯
友
好
に
努
め
た
い
」

浅
田
敏
彦
荒
尾
市
日
中
友
好

促
進
会
議
会
長
（
荒
尾
市
長
）

「
辛
亥
革
命
の
孫
文
を
日
本
で

支
え
た
宮
崎
滔
天
の
地
。
そ
の

史
実
を
伝
え
よ
う
と
、
今
年
10

月
に
県
日
中
協
会
と
共
催
で
、

留
学
生
を
呼
ん
で
友
情
の
歴
史

を
学
ぶ
ツ
ア
ー
を
計
画
し
て
い

る
。
２
人
の
歴
史
を
紹
介
す
る

漫
画
本
（
４
～
５
巻
）
を
作
っ

て
い
る
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」

德
永
正
道
県
町
村
議
会
議
長

会
会
長

「
新
し
く
顧
問
に
な

り
ま
し
た
。
あ
さ
ぎ
り
町
の
議

長
を
や
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

松
本
充
右
ル
ー
テ
ル
学
院
大

学
学
長

「
４
月
に
学
長
に
な

り
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
学

校
で
縁
が
な
い
よ
う
だ
が
、
前

の
チ
ャ
プ
レ
ン
（
牧
師
）
は
中

国
の
方
で
親
し
み
が
あ
り
ま
す
。

大
学
に
は
中
国
か
ら
の
留
学
生

も
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
」

吉
川
栄
治
熊
本
国
際
空
港
エ

ア
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
部
課
長
補

佐

「
元
留
学
生
で
、
10
年
前

は
協
会
主
催
の
「
春
節

祝
賀
会
」
に
呼
ん
で
も

ら
い
ま
し
た
。
ま
た
四

川
地
震
で
は
県
協
会
な

ど
か
ら
多
く
の
支
援
金

を
も
ら
い
ま
し
た
。
来

年
３
月
に
新
し
い
国
際

線
ビ
ル
が
完
成
し
ま
す
。

日
本
と
中
国
の
往
来
が

活
発
に
な
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
県

協
会
の
活
動
に
活
発
に

参
加
し
た
い
で
す
」

最
後
に
、
小
山
和
作
理
事

（
日
赤
熊
本
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

名
誉
所
長
）
が
「
中
国
と
の
関

係
に
は
様
々
な
問
題
が
あ
る
が
、

昔
か
ら
文
化
的
に
も
大
き
な
つ

な
が
り
が
あ
り
、
大
事
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
国
だ
。
日
中

協
会
の
役
割
は
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
て
い
く
こ
と

だ
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
に
付
け

加
え
ら
れ
た
、
「
そ
う
い
う
意

味
で
も
多
く
の
人
に
会
員
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
会
費

を
い
っ
ぱ
い
払
っ
て
も
ら
い
た

い
」
に
は
会
場
か
ら
笑
い
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

令和４年８月１日

3

小
山
和
作
理
事
の
挨
拶
で

宴
を
閉
じ
ま
し
た



中
国
に
は
神
聖
な
場
所
と
し

て
、
人
々
に
信
仰
さ
れ
て
き
た

霊
山
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
か
ら
特
に
名
高
い
聖
山
五

岳
と
仏
教
の
四
大
名
山
を
紹
介

し
ま
す
。

山
西
省
の
省
都
・
太
原
か
ら

東
北
へ
二
三
〇
㌔
。
主
峰
の
北

台
・
葉
斗
峰
は
三
〇
五
八
㍍
。

ほ
か
に
中
台
、
東
台
、
西
台
、

南
台
と
合
わ
せ
た
五
峰
か
ら
な

り
ま
す
。

後
漢
時
代
に
イ
ン
ド
の
高
僧

が
訪
れ
、
永
平
年
間
（
五
八
～

七
五
年
）
に
寺
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
次
々
と
寺
院
が

建
ち
、
仏
教
の
聖
地
と
な
り
ま

し
た
。
文
殊
菩
薩
の
聖
地
で
、

別
名
は
清
涼
山
と
も
言
い
ま
す
。

中
心
地
は
台
懐
鎮
で
、
標
高

一
七
○
〇
㍍
の
川
沿
い
に
村
が

あ
り
、
山
中
に
現

存
す
る
四
七
寺
の

う
ち
、
一
四
の
寺

が
こ
の
一
帯
に
あ

り
ま
す
。
遠
く
か

ら
の
巡
礼
者
も
多

く
、
門
前
街
に
あ

た
る
楊
林
街
に
は

旅
館
や
土
産
物
店
な
ど
が
立
ち

並
び
ま
す
。
塔
院
寺
、
顕
通
寺
、

羅
侯
寺
、
菩
薩
頂
な
ど
主
な
寺

は
台
懐
鎮
寺
廟
群
の
中
に
あ
り
、

歩
い
て
古
寺
巡
り
が
で
き
ま
す
。

台
懐
鎮
か
ら
十
五
㎞
、
南
台

頂
と
中
台
頂
の
中
間
、
海
抜
一

九
〇
〇
㍍
の
金
閣
嶺
の
頂
に
ぽ

つ
り
と
立
つ
金
閣
寺
。
山
と
青

空
を
背
景
に
し
た
こ
の
寺
の
観

音
閣
２
層
の
雄
大
な
建
物
で
金

箔
で
し
つ
ら
え
た
大
き
な
屋
根

が
目
立
ち
ま
す
。

安
徽
省
に
あ
り
、
主
峰
の
十

王
峰
は
一
三
四
二
㍍
。
天
台
、

蓮
花
、
天
柱
な
ど
九
峰
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。
唐
の
時
代
に
李
白

が
こ
こ
を
訪
れ
た
際
、
九
つ
の

尾
根
が
蓮
花
の
よ
う
に
見
え
、

詩
句
に
九
華
を
詠
み
、
九
華
山

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

黄
山
の
北
西
、
長
江
流
域
に
あ

り
、
雨
や
霧
の
日
が
と
て
も
多

い
で
す
。

千
三
百
年
以
上
も
九
華
山
か

ら
高
僧
が
輩
出
し
、
即
身
仏
と

な
っ
た
僧
も
多
く
い
ま
す
。
九

十
以
上
の
寺
院
が
あ
り
、
正

殿
以
外
は
ほ
と
ん
ど
が
民
家

建
築
で
す
。

新
羅
（
現
・
朝
鮮
半
島
）
金

喬
覚
和
尚
（
六
九
六
～
七
九

四
年
）
が
こ
の
地
の
化
城
寺

で
修
行
中
、
九
十
九
歳
で
死

亡
。
三
年
後
に
棺
を
開
け
る

と
生
前
と
全
く
変
わ
ら
ず
、

地
蔵
菩
薩
の
化
身
と
み
な
し
、

以
来
、
九
華
山
が
地
蔵
菩
薩

の
道
場
と
な
り
ま
し
た
。

令和４年８月１日
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シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
す
る
「
中
国
の
名
山
」
は

次
の
と
お
り
で
す

嵩
山
（
河
南
省
）

恒
山
（
山
西
省
）

泰
山
（
山
東
省
）

崋
山
（
陝
西
省
）

衡
山
（
湖
南
省
）

五
台
山
（
山
西
省
）

普
陀
山

（
杭
州
湾
舟
山
群
島
）

九
華
山
（
安
徽
省
）

峨
眉
山
（
四
川
省
）

聖
山
五
岳

仏
教
四
大
名
山

雄大な金閣寺の山門

整
然
と
伽
藍
が
並
ぶ
顕
通
寺

５
つ
の
峰
に
囲
ま
れ
た
台
内

天
台
峰
頂
に
建
つ
天
台
寺

記
録
的
に
早
い
梅
雨
明
け
で

夏
真
っ
盛
り
の
日
が
続
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
書
い
て
い
る
の

が
７
月
終
わ
り
で
、
こ
れ
か
ら

本
格
的
な
真
夏
８
月
が
や
っ
て

く
る
か
と
思
う
と
、
さ
す
が
に

ウ
ン
ザ
リ
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
土
用
丑
の
日
の
ウ
ナ
ギ
に
は

あ
り
つ
け
ま
せ
ん
で
し
た
の
で

な
お
さ
ら
で
す
。
▼
暑
さ
の
せ

い
か
、
今
年
は
蚊
が
少
な
く
、

蝉
の
鳴
き
声
も
心
な
し
か
遠
慮

気
味
に
聞
こ
え
ま
す
。
気
の
せ

い
で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
禍
の

ピ
ー
ク
が
６
期
の
収
束
も
な
く

７
期
に
入
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
先
日
、
夜
の
熊
本
市
の

繁
華
街
を
歩
き
ま
し
た
が
、
あ

ち
こ
ち
に
「
休
業
」
「
閉
店
」

「
移
転
」
の
張
り
紙
が
あ
り
、

少
し
寂
し
く
な
り
ま
し
た
。
▼

そ
れ
で
も
、
福
岡
市
で
は
「
祇

園
山
笠
」
が
あ
り
ま
し
た
。
熊

本
市
本
妙
寺
の
「
頓
写
会
」
も

開
か
れ
ま
し
た
。
私
も
参
加
す

る
地
元
・
八
代
で
は
「
八
代
妙

見
祭
」
（
11
月
）
が
久
し
ぶ
り

に
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
気
を
抜
け
ま
せ
ん
が
、

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
日
常
の

「
復
活
」
へ
向
け
た
皆
さ
ん
の

息
遣
い
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う

で
す
。
妙
見
さ
ん
で
は
落
伍
し

な
い
よ
う
、
今
か
ら
体
力
づ
く

り
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
機
関
紙
編
集
委
員

木
村
圭
一
郎)

編
集
後
記


